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織物 ・タパ加工  2500

吉  本    忍*

1.樹 皮布

2.手 織 機

3.防 染技法

4.繊 維素材

 織 物 ・タパ加工の大項 目の うちには,樹 皮布,単 綜続織機(地 機),高 機(踏 み織

機),ろ うけつ染め,耕(ikat),し ぼ り染 め(plangi),木 綿,絹,芭 蕉布 とい う8項

目にわた る小項 目があげ られている。以下では,こ れ らの小項 目を樹皮布,手 織機,

防染技法,繊 維素材に大別 しコメ ン トす る。

1.樹 皮 布

 樹皮布(2501)は,一 般に人類が織物を発明する以前から存在 した原始衣料と考え

られており,今 日においては,と りわけオセアニア地域の樹皮布がタパの名で知られ

ている。クラスター資料では,樹 皮布には87件の分布例が示されており,そ れらの分

布例は,オ セアニアのみならず,東 南アジァの広範な地域にわたって格別の地域的な

偏差もなく分布 している。そして,両 地域の樹皮布の分布件数も,オ セアニアの45件

に対 して東南アジァが42件 と拮抗 しており,樹 皮布が東南アジア ・オセアニアにおい

て,か なり普遍的な文化要素であるということがあきらかとなっている。また,樹 皮

布のクラスター資料に単綜続織機(2502)と 高機(2503)と いう手織機の分布例を重

ね合わせてみると,樹 皮布の分布例のうちで単綜続織機と高機のいずれかと重複して

いる件数は22件であり,そ の内訳は東南アジアでは4件 となる。 したがって,こ うし

た状況は,一 般に織物以前の布 といわれる樹皮布の加工技術が,か ならずしも機織り

技術を持たない民族に占有のものではないことを示すものとして注目される。
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2.手 織 機

 手 織 機 と しては,単 綜 続織機(2502)と 高機(2503)の2項 目があるが,こ れ らに

ついて は,若 干の補足説 明と訂正を要す る。まず,単 綜続織機 とは,基 本的に織 物の

多様な組織の うちで,も っとも単純 な平織 組織 を織 るために使 用され る綜統の数 が1

枚 で構成 されてい る手織機であ るが,ク ラスター資料の文化要素と して取 りあげ られ

た単綜続織機 には,サ ブタイ トル と して 「地機」の 名称 が掲 げ られてい るところか

ら,前 記の ような単綜続織機の うち,と くに綜続 の 種類 が 輪状綜続[吉 本 1987:

345-347]で,腰 当を備え,機 にか けられた経糸の一方が 腰当を介 して織 り手の腰に

よらて保持 され る タイプの手織機,す なわち,わ が国で 一般 に,地 機を は じめ と し

て,い ざ り機,腰 機,後 帯機な ど,さ まざまの 名称で よばれて いる手織機を意味する

ものと考え られ る。一方,高 機 とは,同 様 の平織 組織 を織 るために使 用され る番 目綜

続[吉 本 1987:348]の 数 が2枚 で構成 されて おり,織 り手 が個 々の綜続に繋 がれ

ている踏み木 を足で踏 み替えなが ら,2枚 の綜 続を交互に上下させ る機構を備えた手

織機であ る。 また,以 上の ような単綜続織機 と高機 に対応す る英語 名と しては,ク ラ

スター資料では,当 初よ りhorizontal loomとvertical loomの 名称があて られて

きた。 しか しなが ら,単 綜続織機 はかな らず しもhorizontal loomに 限 定され るも

のではな く,vertical Ioomの うちにも存在す る。 した がって,単 綜続織機に対応す

る英語名 と しては,single heddle loomが 適 切で あり,地 機,い ざ り機,腰 機,後

帯機な どの名でよばれ る手織機に限定 した場合 には,back tension loomが 妥 当な名

称 と考え られる。 また,高 機に対 してhorizontal loomやvertical loomと い っ

た名称を あて ることは 一般 的 で はな く,あ えて,そ のいずれか とい うことであれば

horizontal loomの 範 疇に属す るが,も っとも妥 当な英語 名 として は,・サブタイ トル

にあげられてい る 「踏 み織機」に対応するtreadle loomが あ げられ る。 したが って,

以 上の ような 日本語 と英語の文化 要素名に問題点があ る以上,単 綜続織機 と高機 に関

す るクラスター資料の作成結果については,一 部 に 誤 りがあ る可能性 も 考え られ る

が,以 下では単綜続織機 はback tension loomと い う英語 名に対応す る手 織機 と し

て,ま た,高 機 は踏 み織機,す なわ ちtreadle loomと して解釈 しコメン トす る。

 単 綜続織機 と高機 はともに,東 南ア ジァ ・オセアニアに おける代表的な手織機 とい

えるものである。 しか しなが ら,こ れ らの地域に は,若 干で はあ るが単 綜続織機 と高

機の ほかに も型式 を異にす る手織機 があ るところか ら,単 綜続織機 と高機の分布 のみ

によって織物の加工技術,す なわち,機 織 り技術の有無を厳密に把握す ることは不可
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能であり,こ こでは,単 綜続織機と高機をもちいた機織 り技術の分布についてしか言

及することができない。

 単綜続織機は,東 南アジア ・オセアニァ全域では75件の分布例が示されている。そ

の内訳は,マ ダガスカルをふ くむ東南アジァでは65件 ,オ セアニアでは10件となって

おり,東 南アジァでは,広 範な地域にわたって かなり普遍的な分布がみられるのに

対 して,オ セアニアではおもにカロリン諸島からソロモン諸島にかけての局地的な分

布が特徴となっている。なお,単 綜統織機は,経 糸の保持方法や整経方式の違いによ

って,い くつかの型式に分類することができる。ただし,現 状のクラスター資料から

は,そ うした型式分類は不可能であるが,そ れらのうちで,も っとも古いと考えられ

る型式は経糸を織り手の腰 と両足で保持するものであり[吉本 1987:337-338],そ

の他の諸型式 は,い ずれ も,そ の発展型式 と考え られる。 したが って,少 な くとも東

南ア ジァ ・オセアニアにおける単綜続織機,お よび,単 綜続織機を もちいた機織 り技

術は文化 的に連続 性があ り,個 々の型式 は発展段階 を異 に しなが ら今 日に至 っている

ものと推察 され る。 また,前 記の もっとも古 い型式 と考え られる単綜続織機は海南島

のLi,ベ トナムのStieng,台 湾 のAtayal, Paiwan, Rukai,ミ ク ロネ シアのFais

島 民 ・ イ リアン ・ジャヤのSobeiな どの諸民族の もとで使 用されてい る。 さ らに,

それ らと同様の単綜続織機の形態は雲 南省石塞 山遺跡出土の貯貝器に付属する機織 り

女像[凋 1961:479]の う ちにも認め られ る。 したが って,こ れ らの諸点を考えあ

わせ るな らば,東 南ア ジァ ・オセアニアの単綜続織機は共 通の起源を有 し,中 国西南

部やベ トナム北部あた りを源 流と して,民 族移動,あ るいはその後の比較的早い時期

に,東 南ア ジアの各地,さ らには,オ セアニアへ と伝播 して いった可能性が きわめて

大 きい と考え られ る。

 一 方,高 機 は,も っとも生産性の高 い機構を備えた手 織機であ る。 したがって,今

日では世界の広範な国々でひ ろ く使用 されてい るが,ク ラスター資料で は,東 南 アジ

ァ ・オセアニアにおける高機の分布例は,単 綜 続織機の場合に くらべ ると20件 とかな

り少 な く,そ れ らのすべては 東南 アジアに 集 中している。 また,そ れ らの うち8件

(Karen・Lisu・ 貴 州Miao, Pulang, Bugis, Makassarese, Balinese, Sasak)は,

先 の単綜続織機の分布例 とも重複 している。 したが って,こ れ らについては,単 綜統

織機 と高機が併存 して いるなかで,手 織機 の型 式が単綜続織機 か ら高機へ と移行 して

きたとい うわが国 と 同様の状況 が うかが われ る。 なお,高 機 の 分布 例の うちにあ る

JavancseとSundaneseは,単 綜続織機の分布例には認 め られ ないが,筆 者の現地

調査では,こ れ らの民族 の もとで も単綜続織機が使 用されて お り,先 の8件 と同様に
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単綜続織機 と高機が併存 していることがあきらかとなっている。さらに,高 機の分布

例のうちManggaraiに ついては,現 地調査では高機ではなく単綜続織機が確認され

ているのみであり,Manggaraiは 高機の分布例から抹消 して単綜続織機の分布例に

移されるべ きものと考えられる。 したがって,イ ンドネシアにおいては,高 機と単綜

続織機の分布例のうちで高機のみが分布 している民族としてはMinangkabauが あ

げられるにとどまり,そ の他の民族のもとで使用されている高機は近世以降に導入さ

れていることから,高 機は東南アジアでは島襖部よりも大陸部において先行 して使用

されてきた可能性が高いものと推察される。

3.防 染 技 法

 織 られた布に模様 をあ らわすた めの染織技法はさまざまで あ るが,織 物 ・タパ加工

の うちにあげ られているろ うけつ染め(2504),耕(2505),し ぼ り染 め(2506)は,

いずれ も防染技法 として知 られている ものばか りであ る。 これ らの防染技法 は世界の

広範 な地域 において認 め られ るものの,と りわけイン ドネ シアをは じめとす る東南ア

ジァの防染技法は,今 日,世 界 的に有 名であ り,本 来 イ ンドネ シア語であるbatik,

ikat, plangiは,そ れぞれ,ろ うけつ染 め,耕,絞 りを意味す る世界共通の名称 とし

て もちい られるよ うに なってい る。 したがって,イ ン ドネ シア,あ るいは,東 南ア ジ

アが,今 日,世 界 の防染技法の 中心的な地域のひ とつであ ることは間違いのない とこ

ろであ り,ク ラスター資料で も,こ れ らの防染技法が東南 アジァ ・オセアニア地域で

は東南ア ジァのみに偏在 してい ることがあきらか とな ってい る。

 ろ うけつ染めには12件 の分布例が示されてお り,こ れ らは東南 ア ジアの大陸部 と島

瞑部の うちイ ン ドネシアに集 中している。この うち,イ ン ドネシアの ジャワ島を中心

と してお こなわれて きた ろうけつ染めについて は,こ れまで にイ ン ドか らの影響によ

るもの とす る説 があ るが,中 国西南部や東南 アジア大陸部 との関連 や独 自の発生 とい

う可能性 も考え られ,そ の起源についてはいまだあ きらかで ない。 なお,イ ン ドネ シ

アでの分布例の うちに は,BalineseとSumbaneseが あ が って いるが, Balineseに

ついて は,観 光工芸 と して ジャワ島の技 術が最近にな って 導入 された もの で あ り,

Sumbaneseに つ いては クラスタ ._料 作 成に使 用 した原資料 の誤 り,あ るいは,原

資料判読上 の誤解 とみ られ る。また,ク ラスター資料 には欠落 して いるが,イ ン ドネ

シァで はEastern Toradja,も し くは, Southern Toradjaに お いて もろ うけつ染 め

がお こなわれてお り,こ のことは,イ ン ドネ シアに おけるろ うけつ染 めが ジャワ文化
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圏以外においても分布 している例として注目されるべ きである。

 耕については,東 南アジアに14件 の分布例が示されているにすぎないが,実 際には,

東南アジァの大陸部,島 嗅部ともに,さ らに多 くの民族のもとでおこなわれており,

とりわけインドネシァでは広範な地域にわたってかな りの普遍的な 分布 が認 め られ

る。なお,餅 には,模 様を構成している糸の種類によって,経 耕,緯 餅,経 緯耕の3

種類の技法がある。このうちもっとも高度な製作技術を必要とする経緯耕については,

Balineseの うちの 特定 の集団のもとでのみおこなわれてきたものであるが,技 術的

にもっとも平易な経餅と,製 作難度が経耕と経緯緋の中間にあたる緯餅については,

織物 ・タパ加工の うちに含まれる他の小項目との関連において0般 的につぎのような

特徴を指摘することができる。すなわち,経 緋は糸の繊維素材が木綿,糸 芭蕉などの

植物繊維であ り,機 織りに使用される手織機が単綜続織機で,そ の整経方式が輪状整

経,ま たは,擬 似輪状整経である場合が一般的である。

 一方,緯 緋は糸の繊維素材が絹であり,機 織 りに使用される手織機が単綜続織機,

または,高 機で,そ の整経方式が平整経であるという場合が一般的である。また,こ

のほかにも,東 南アジアにおける緯耕の分布は,歴 史的に ヒンズー教や仏教を受容し

た民族のもとに顕著に認 められるという傾向がみられ,緯 餅と,そ れにともなう複合

的な染織文化の成立には,イ ンドか らの文化的影響が重要な役割を果た した可能性が

大である。

 しぼ り染めについては6件 の分布例が示されており,そ れらはいずれも東南アジァ

島娯部に集中 しているが,こ の地域には,さ らにGoastal Malay, Southern Toradja,

sasak, Tinggianに も分布例が認められる。また,ラ ーセン(Larsen, J.L.)に よれば,

Monの ほかにカンボジアでもしぼり染めがおこなわれており[LARSEN l976:28],

しぼり染めも耕ほどではないものの,ろ うけつ染めとほぼ同様に東南アジァの広範な

地域に散発的な分布が認められる。なお,以 上のような しぼり染めの分布に何 らかの

連続性があるか否かということについては今のところ明確ではないが,相 互の関連性

の有無を考えるためには,し ぼり染めの うちにある巻 き締めしぽり,縫 い締め絞 り,

板締め しぼりという異なった技法ごとの分布例を考慮すべきであろうと思われる。

4,繊 維 素 材

 繊 維 素材 としては,木 綿(2507),絹(2508),芭 蕉 布(2509)の3項 目があ り,木

綿が85件,絹 が27件,糸 芭蕉 が11件 の分布 例が示 されている。 これ らの うち,木 綿 と
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絹のクラスター資料作成時の判読に関しては,各 研究分担者によって,織 物を織るた

あに使用される木綿糸や絹糸の製作技術の有無について判読 した場合と,織 物の製作

にさいしての木綿糸や絹糸の使用の有無について判読 した場合があったようであるが,

ここではクラスター資料の作成結果は,糸 の製作技術よりも分布例が多いとみられる

木綿 と絹という糸 として使用されてきた繊維素材の有無に関する分布としてコメント

する。また,こ うした木絹や絹の文化項目との整合性をはかるために,芭 蕉布の分布

例についても,便 宜的に芭蕉布を織るための繊維素材 として使用されてきた糸芭蕉の

有無をあらわ したものとして捉えることとする。

 芭蕉布は,木 綿や絹にくらべて分布件数が少ないが,そ の特徴としては,大 半の分

布例がオセアニアに集中していることがあげられる。なお,東 南アジァの分布例とし

ては,わ ずかにYamiの 例があげられているにすぎないが,そ のほかにもBagobo

やSangihe-Talaud諸 島民をはじめとする フィリピンやインドネシアなどのオセア

ニァに隣接する地域にも多くの分布例がある。また,糸 芭蕉は,織 物の繊維素材 とし

て歴史的に短繊維である木綿や長繊維である絹に先行して使用されてきた準長繊維の

ひとつであるが,か りに糸芭蕉(芭 蕉布)に かわる包括的な文化項目として準長繊維

があげられていたならば,そ の分布は東南アジァ ・オセアニアの大多数の民族のもと

で認められたはずである。したがって,そ の場合には繊維素材や織物加工に関して,

より有効な比較分析が可能になったであろうと惜 しまれる。

 木綿は東南アジアでは80件,オ セアニアでは5件 の分布例が示されている。そのう

ち,東 南アジァの分布例は,大 陸部と島喚部の広範な地域にわたっており,と りたて

て地域的な偏差は認められない。0方,オ セアﾘア の分布例は,東 南アジアに隣接 す

るミクロネシアのカロリン諸島やニューギニアの一部に集中して右り,そ れらが,東

南アジア島嗅部からの影響によるものであることが示唆される。なお,木 綿の分布件

数は実際には,さ らに増加するものとみられる。おそらく,そ の分布の大半は,先 に

のべた単綜続織機や準長繊維の分布と重複するものと予測され,現 状の木綿と単綜続

織機の分布例でも重複件数は50件にのぼっている。また,東 南アジァにおける木綿の

分布の多 くは,木 綿の栽培,紡 糸技術とも重なるものと推察されるが,オ セアニアで

は,そ うした事実は確認されておらず,現 状の5件 の分布例のいずれについても,す

べて近年において外部からもたらされた木綿糸の使用を意味するものでしかない。

 絹の27件 の分布例は,す べて東南アジアに集中している。また,PaiとAchehを

のぞく25件は木綿の分布例とも重複しており,Achehに ついても実際には木綿の使

用例が確認されていることから,東 南アジアでは,木 綿の使用民族の一部に絹が伝わ
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つていたことが想定 され る。絹 の起源については,周 知の とおり中国であ るが,東 南

ア ジァへ の絹の伝播 は,先 の緯 餅に関連す るイ ン ド文化の影響 ととい う可能性を考慮

するな らば,中 国ル ー トのみならず イン ドか らの伝播の可能性 も考えられ るが,こ れ

らの点 につ いて は,東 南ア ジアの染織文化 と大文明の関わ りについて,今 後,詳 細に

検討すべ き問題であ ろうとみ られ る。なお,ク ラスタ ー資料で は,絹 の東限 はスラウ

ェシ島やバ リ島 とな ってい るが,Sasak, Sumbanese, Savunese, Rotilleseな どで

も絹の使 用例が確認 されているところか ら,絹 の東限 は,さ らに東 に展 開す る。た だ

し,こ れ らの民族 の うちSumbanese, Savunese, Rotineseの も とで絹 が使用 されて

きた ことは,き わめて稀で あり,そ の使用 も今世紀前半 に始 ま った ものと考 え られ る。
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